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論文審査の要旨 

遠位橈尺関節（DRUJ）は元来、骨性に不安定であり、三角繊維軟骨複合体（TFCC）

が重要な安定化要素である。TFCCには尺骨と手根骨を結ぶ尺骨手根靭帯（UCL）、

橈尺骨を結ぶ遠位橈尺靭帯（RUL）、手関節尺背側に位置する尺骨手根伸筋腱床

（ECU floor）などが含まれる。TFCC損傷の形態により DRUJの不安定性の様式

も異なると考えられ、現在まで TFCC損傷の部位診断や DRUJ不安定性の評価の

際、前腕回内外に変化させての評価が一般的に用いられてきた。 

本研究によって、正常手関節において DRUJは手関節伸展位で安定し、UCLの

緊張が伸展時の安定性に関与していることが示され、また、RUL尺側部断裂にお

いて ECU floorが保たれれば手関節橈屈位で DRUJは安定し、ECU floorがその

安定性に寄与していることが示された。臨床において、手関節中間位に加えて

伸展、橈屈位での不安定性評価を行うことで、TFCC損傷部位を推測できる可能

性が示唆された。本研究は TFCC損傷部位診断の一助となり、その後の治療の指

標となりうる有用な研究である。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 

 

 

平成 27 年  5 月 12 日  

 

 学位審査委員長 

 
分子生体構造科学 

教 授 西 真弓 

学位審査委員 

 
運動器再建医学 

准教授 面川 庄平 

学位審査委員（指導教員） 

 
運動器再建医学 
教 授 田中 康仁 

 


	６．Decompression effect of partial capitate shortening for Kienbock's disease: a biomechanical study.
	Toshiyuki Kataoka, Hisao Moritomo, Shohei Omokawa, Akio Iida, 
	Takuro Wada, Mitsuhiro Aoki
	Hand Surg. 17: 299-305, 2012

